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「よい姿勢にチャレンジキャンペーン」の取組 

 

 本校では、よりよい学習規律・生活習慣を身に付けるため、しっかり話す・しっかり聞

く・良い姿勢を保つ、ということを念頭に「言いきる」「聞ききる」「姿勢」を合い言葉に

して取り組んできました。姿勢については、とくに次の３つを指導の重点としました。 

 

 

 

 

 

これを全職員が意識して子ども達に働きかけ、毎月の職員会議で成果や課題等について話

し合ってきました。 

 また、１０月からは健康委員会児童による「よい姿勢にチャレンジしよう！キャンペー

ン」の取組を毎月行いました。（「朝の会」「話を聞く時」「字を書く時」「給食時間」「帰り

の会」の５項目について、姿勢をセルフチェックしてカードに記入） 

 ５項目の達成率を平均すると、上位から次のような順になりました。 

① 朝の会 ②給食時間 ③帰りの会 ④話を聞く時 ⑤字を書く時 

全体的に見ると回を重ねるごとに意識が高まってきていることがわかります。 

このカードや普段の様子から、次のことが推察されます 

 

 

令和３年 

３月号 

学校教育目標 

「やさしく かしこく たくましく」 

自ら考え，生き生きと活動する 

心豊かな子どもの育成 

「今の自分が未来の自分を創る」 目標 × 努力 × 継続 ＝ 夢 

○号令をかけるときには、全員が良い姿勢になるまで待つ。 

○立腰タイムの姿勢を持続する。 

※立腰タイム（朝の会の前に、良い姿勢を 1分間保つ時間を設定） 

○字を書く時・給食を食べる時には両手を使う。 

 

 

 

○達成率が一番高い「朝の会」は、立腰タイムの意識が持続している。 

○「話す」「書く」に関わる授業中など、良い姿勢を長い時間保持することが難しい。 

 

 



今年度の児童・保護者アンケートについて、姿勢の項目に係る肯定的な評価を見ると、

児童７５％（昨年５９％）に対して保護者３７％（昨年４７％）と認識にかなりの開きが

ありました。普段の様子やチャレンジキャンペーンの取組を通して学校の手応えとしては

「改善されてきている」と感じていたので、先日の PTA 評議員会で保護者の皆さんに評

価の低い理由を尋ねると、「家でゲームやテレビを見るときの姿勢が良くない」という声が

あがりました。また、「子ども達は自分がどんな姿勢をしているか自分では見えないので、

自分の姿勢をきちんと把握できていない」というご意見もいただいています。 

 これらを参考にさせていただき、児童および保護者・地域の方また学校と、それぞれの

立場ごと「姿勢が良くなった」と実感できるように、皆さんと連携しながら取り組んでい

きたいと思います。 

 

福祉体験「認知症」について学ぶ 

 認知症サポートキャラバンの皆さんに来ていただき

「認知症」について学びました。 

 認知症の人への対応心得 “３つのない” 

   １ 驚かせない 

   ２ 急がせない 

   ３ 自尊心を傷つけない 

 説明に加え、劇を通して具体的な対応の仕方を学ん

だり、予防のための運動を体験したりしました。 

ただ知識を学ぶだけでなく、人権について考えさせ

られる内容でした。 

 

３月の主な行事 

１日（月） ２月分給食費口座振替 
３日（水） PTA評議員会 

PTA広報部会 
４日（木） 学校保健委員会 

１０日（水） 学級会計監査 
１５日（月） 短縮５校時 14:45下校 
１６日（火） 地区児童会 百人一首大会 

短縮５校時 14:45下校 
１７日（水） 下校見守りお礼の式 
１９日（金） 卒業式予行 

２３日（火） 給食最終 
短縮５校時 14:45下校 

２４日（水） 卒業式 
短縮３校時 11:40頃下校 

２５日（木） 短縮３校時 11:40下校 
２６日（水） 終了式 
       短縮３校時 11:40下校 
       PTA会計監査 
３１日（水） ３月分給食費口座振替  

 

余野小学校ホームページをご覧ください 

インターネットで「真庭市立余野小学校ホームページ」を検索 

または、URLから https://www.city.maniwa.lg.jp/soshiki/80/ 

再掲＜資源回収＞ 
業者から今後ビンの回収はしない  

との連絡がありました。ご不便をお 

かけしますがご了承ください。 

ビンの回収が 

できなくなります 

 

https://www.city.maniwa.lg.jp/soshiki/80/


 


